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2005年8月16日の宮城県沖の地震
（M7.2）により、東に約10cm移動

【ひずみの開放】 2007年頃から、西北西向きに移動開始-0.30
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世界で初めて 地震発生からひずみの蓄積開始に至る
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宮城県沖の地震
（M7.2）

【ひずみの開放】 2007年頃から、西北西向きに移動開始
【ひずみの蓄積】

世界で初めて、地震発生からひずみの蓄積開始に至る
一連の過程を、海底の動きとして捉えることに成功
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